
改良の主なポイント

１．「簡易作成ツール」：
① 運航日情報の入力方法を簡易化するカレンダー機能の追加
② 航路図で軌跡を描画できる機能の追加
③ ドックダイヤ、運休等の情報を発信するためアラート機能の追加 等

２．「フォーマット」：オープンデータによる更なる活用の可能性を踏まえ、船舶明細情報等の対象項目の拡張

３．「ガイドライン」：著作権等の利用規約等の記載の追加

４．「マニュアル」：より分かりやすくするため、多数の入力画面等の追加

標準的なフェリー・旅客船航路情報フォーマット「簡易作成ツール」等の改良 参考資料②

【例：簡易作成ツール「③船の紹介」】

【②航路図の描画機能】【①カレンダー機能】 【③アラート機能】


